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◉
論
考

加
藤
景
範
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
当
代
性�

天
野
　
聡
一

は
じ
め
に

加
藤
景か

げ

範の
り

（
享
保
五
〈
一
七
二
〇
〉
年
生
、
寛
政
八
〈
一
七
九
六
〉
年
没
）
は
、

近
世
中
後
期
の
大
坂
に
お
い
て
活
躍
し
た
歌
人
・
和
学
者
で
あ
る
。
字
は
子
常
、

号
は
竹た

か

里さ
と

、
景
範
と
い
う
の
は
名
で
あ
る
。
景
範
の
生
涯
や
事
績
に
つ
い
て
は
、

多
治
比
郁
夫
氏
の
研
究
に
詳
し
い	（
1
）。
い
ま
そ
こ
か
ら
摘
記
す
る
と
、
景
範
の
父

信
成
は
好
学
で
、
烏
丸
光
栄
に
入
門
し
て
和
歌
を
学
び
、
ま
た
五
井
持
軒
・
三
宅

石
庵
・
三
輪
執
斎
等
に
師
事
し
た
。
こ
う
し
た
父
の
影
響
を
受
け
、
景
範
は
早
く

か
ら
堂
上
歌
学
に
親
し
み
、
か
つ
懐
徳
堂
の
門
人
と
し
て
和
漢
の
学
を
修
め
た
。

懐
徳
堂
に
お
け
る
景
範
の
学
業
と
し
て
強
調
さ
れ
る
の
は
五
井
蘭
洲
の
和
学
を
吸

収
し
た
こ
と
で
あ
る
。
蘭
洲
が
著
し
た
『
万
葉
集
詁
』
や
『
古
今
通
』
等
の
注
釈

書
は
、
景
範
に
よ
る
転
写
・
刪さ

ん

補ぽ

に
よ
っ
て
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
蘭
洲
の
手
に
よ
る
も
の
に
『
続
落お

ち

久く

保ぼ

物
語
』
と
い
う
和
文
小
説

（
和
文
の
擬
古
文
体
で
書
か
れ
た
作
り
物
語
）
が
あ
る
こ
と
を
旧
稿
で
考
証
し
た

が	（
2
）、
実
は
景
範
の
著
作
の
中
に
も
和
文
小
説
が
一
点
現
存
す
る
。
そ
れ
が
本
稿

で
扱
う
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
で
あ
る
。『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
に
つ
い
て
は
、
八

木
毅
氏
が
「
一
種
の
擬
古
物
語
で
あ
る
」
と
紹
介
し
た
他	（
3
）、
多
治
比
氏
が
「
加

藤
景
範
年
譜
」
の
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
の
項
目
に
お
い
て
、

擬
古
物
語
『
何
世
語
』
を
著
わ
す
。
九
月
、
中
井
竹
山
が
序
を
寄
せ
、「
竹
里

子
者
、
吾
畏
友
加
藤
君
子
常
也
。
君
之
学
引マ

マ

固
吾
党
巨
擘
、
而
旁
長
国
詩
能

古
文
、
世
之
所
推
服
」
と
い
う
。
但
し
、
景
範
は
あ
る
翁
の
作
に
仮
託
し
た
。

と
言
及
し
て
い
る
（「
何
世
語
」
は
竹
山
が
「
い
つ
の
よ
が
た
り
」
を
唐
風
に
言
い

改
め
た
呼
称
）。
し
か
し
、
八
木
氏
や
多
治
比
氏
の
指
摘
以
降
、『
い
つ
の
よ
が
た

り
』
の
内
容
に
つ
い
て
の
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
い
つ
の

よ
が
た
り
』
の
概
要
を
紹
介
し
、
そ
の
内
容
的
特
色
で
あ
る
当
代
性
を
明
ら
か
に

し
て
ゆ
く
。一

、
諸
本
の
概
要

『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
は
出
版
さ
れ
ず
、
写
本
と
し
て
伝
わ
っ
た
。
ま
ず
、
こ
れ

ま
で
に
確
認
で
き
た
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
現
存
諸
本
の
概
要
を
以
下
に
紹
介

す
る
。

（
一
）
一
冊
本
系
統
の
も
の

① 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
（
以
下
、
中
之
島
本
）。
写
本
（
自
筆
本

か	（
4
））。
大
本
一
冊
。
中
井
竹
山
序
、
景
範
跋
。
序
題
「
何
世
語
」。

② 
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
本
（
以
下
、
河
野
美
術
館
本
）。
写
本
（
自
筆
本
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か	（
5
））。
半
紙
本
一
冊
。
景
範
跋
。
外
題
「
伊
都
野
世
加
多
理
」。
旧
蔵
者
に

よ
る
奥
書
あ
り
。

③ 
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
新
田
文
庫
蔵
本
（
以
下
、
新
田
文
庫
本
）。
写
本
（
自

筆
本
か	（
6
））。
巻
子
本
一
軸
（
た
だ
し
、
も
と
半
紙
本
一
冊
だ
っ
た
も
の
を

一
丁
毎
に
分
け
、
巻
子
本
に
改
装
し
た
も
の
）。
景
範
跋
。
外
題
「
伊
都
乃
與

可
多
理
」。
旧
蔵
者
に
よ
る
添
紙
一
枚
あ
り
。
中
井
竹
山
の
詩
文
集
『
奠
陰

集
』
よ
り
「
何
世
語
序
」
を
写
す
。

（
二
）『
扶
桑
残
葉
集
』
所
収
の
も
の

①
宝
山
寺
蔵
本
。
写
本
。
景
範
跋
。
内
題
「
い
つ
の
よ
か
た
り
」。

②
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
。
写
本
。
景
範
跋
。
内
題
「
い
つ
の
よ
か
た
り
」。

③
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本
。
写
本
。
景
範
跋
。
内
題
「
い
つ
の
よ
か
た
り
」。

④
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
本
。
写
本
。
景
範
跋
。
内
題
「
い
つ
の
よ
か
た
り
」。

以
上
、
二
系
統
・
計
七
点
の
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
が
現
存
す
る
。
こ
の
う
ち
中

之
島
本
に
の
み
中
井
竹
山
の
序
文
（「
何
世
語
序
」）
が
付
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に

全
文
を
引
用
す
る
。

偉
矣
、
往
昔
婦
人
之
才
之
盛
也
、
甚
矣
、
今
日
国
字
之
文
之
衰
也
、
抑
天
曷

以
鍾
秀
乎
閨
閫
、
亦
曷
以
閟
美
乎
後
生
、
可
異
哉
、
雖
然
古
文
所
紀
載
、
往
々

中
冓
牀
第
之
事
、
猥
褻
鄙
瑣
、
不
可
以
声
咳
於
正
人
荘
士
之
側
、
豈
哲
婦
之

才
偏
長
、
而
無
大
夫
正
大
之
識
歟
、
但
以
其
緒
言
之
可
徴
、
藻
辞
之
可
翫
也
、

後
世
詞
流
、
手
而
不
釈
爾
、
予
間
得
何
世
語
之
編
読
之
、
蓋
以
寓
言
、
包
括

近
時
偉
蹟
、
補
以
可
欲
之
挙
、
構
成
一
代
盛
事
、
仮
其
可
美
、
形
今
可
刺
、

編
裁
一
巻
、
凡
自
袵
席
之
間
、
及
天
下
之
大
、
可
以
鼓
頺
風
滌
頏
習
者
、
大

綱
粗
挙
、
蓋
君
子
憂
君
閔
世
、
陳
善
閉
邪
之
意
、
而
厠
以
間
情
游
戯
之
筆
、

以
銷
憤
厲
之
気
、
可
謂
深
得
風
人
之
体
、
然
而
詞
理
典
雅
宏
麗
、
勢
紫
諸
姫

彤
管
之
遺
、
煒
然
可
復
覩
焉
、
編
中
所
載
国
詩
、
亦
皆
雄
渾
禯
粋
高
攀
前
人
、

一
掃
近
世
齷
齪
拘
攣
之
調
迺
所
謂
事
文
才
識
、
於
是
為
完
矣
、
奇
夫
、
竹
里

子
跋
之
、
謂
嘗
獲
諸
芳
之
一
山
翁
々
之
言
貌
不
凡
、
恐
即
出
乎
其
手
也
意
竹

里
子
、
以
編
中
有
觸
忌
諱
者
、
不
敢
面
質
其
然
否
耳
、
竹
里
子
者
、
吾
畏
友

加
藤
君
子
常
是
也
、
君
之
学
行
、
固
吾
党
巨
擘
、
而
旁
長
国
詩
、
能
古
文
、

世
之
所
推
服
、
是
編
既
慨
乎
当
世
、
而
筆
鋒
詞
気
、
亦
与
其
平
日
之
製
惟
肖
、

乃
安
知
非
其
所
自
著
、
而
託
名
於
何
人
乎
、
予
亦
避
諱
、
不
敢
究
詰
也
、

　
　

明
和
甲
申
九
月 

竹
山
居
士
中
井
積
善
撰

竹
山
の
序
文
は
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
内
容
を
検
討
す
る
上
で
示
唆
に
富
む
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
い
ま
注
目
し
た
い
の
は
、
右
の
序
文

中
に
「
明
和
甲
申
九
月
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
い

つ
の
よ
が
た
り
』
の
成
立
は
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
九
月
以
前
で
あ
る
と
分
か

る	（
7
）。

一
方
、
景
範
に
よ
る
跋
文
は
全
て
の
本
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
以
下
に
全
文
を

引
用
す
る	（
8
）。

此
物
語
た
が
作
な
る
や
し
ら
ず
。
さ
い
つ
こ
ろ
吉
野
に
遊
歴
せ
し
時
、
同
宿

せ
し
翁
の
み
せ
侍
り
し
を
、
写
し
と
り
侍
る
也
。
つ
く
〴
〵
と
見
侍
る
に
、

古
き
物
と
も
み
え
ず
。
か
の
翁
好
事
の
も
の
と
お
ぼ
え
し
が
、
も
し
み
づ
か

ら
書
る
に
や
と
思
は
れ
侍
る
。 

竹
里

右
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
景
範
は
吉
野
を
訪
れ
た
際
、
同
じ
宿
に
居
合
わ
せ
た
翁
か

ら
本
作
を
見
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
写
し
取
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

が
仮
託
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
竹
山
が
序
文
で
「
奇
者
、
竹
里
子
跋
之
」

以
下
で
述
べ
、
多
治
比
氏
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う

に
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
に
は
景
範
の
他
の
著
作
と
文
辞
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
箇
所
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が
あ
る
。『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
が
景
範
自
身
の
作
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ら
の
点
か

ら
し
て
間
違
い
な
い
。

な
お
、
伴
直
方
の
『
物
語
書
目
備
考
』（
文
政
七
〈
一
八
二
四
〉
年
成
）
に
は

「
い
つ
の
よ
が
た
り
物
語　

一
巻　

作
者
不
詳
」
と
の
記
載
が
あ
る	（
9
）。「
作
者
不

詳
」
と
の
み
記
す
に
と
ど
ま
っ
た
直
方
は
、
あ
る
い
は
右
に
あ
げ
た
諸
本
以
外
の

本
、
す
な
わ
ち
景
範
の
跋
が
な
い
本
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
詳
細
は
分
か
ら
な

い
。ま

た
、
自
筆
本
と
思
わ
れ
る
中
之
島
本
、
河
野
美
術
館
本
、
新
田
文
庫
本
の
三

本
は
、
内
容
は
同
一
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
小
異
と
言
え
る
独
自
本
文
が

存
在
す
る
。
そ
の
た
め
三
本
の
成
立
順
序
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
比
較
か
ら
決
定

す
る
こ
と
が
難
し
く
、
な
お
検
討
す
る
必
要
が
あ
る	（
10
）。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿

で
検
討
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
同
一
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
以
下
、
本
稿
で

は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
本
文
は
中
之
島
本
に
代
表
さ
せ
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』

の
内
容
を
検
討
し
て
ゆ
く	（
11
）。

二
、
内
容
と
構
成

『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
は
、
あ
る
春
宮
が
即
位
す
る
と
こ
ろ
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ

る
。

院
の
み
か
ど
、
み
こ
あ
ま
た
お
は
し
ま
し
け
る
中
に
、
御
こ
の
か
み
な
る
が

御
位
つ
か
せ
給
へ
り
し
が
、
い
く
ほ
ど
な
く
雲
が
く
れ
給
ひ
、
春
宮
、
御
位

に
た
ゝ
せ
給
ひ
け
る
。

院
に
は
多
く
の
御
子
が
お
り
、
そ
の
中
で
最
も
年
長
の
御
子
が
帝
位
に
つ
い
た
。

し
か
し
、
ほ
ど
な
く
崩
御
し
て
し
ま
い
、
代
わ
っ
て
春
宮
が
即
位
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
右
の
冒
頭
文
以
降
、
物
語
は
こ
の
新
た
に
即
位
し
た
帝
を
中
心
に
叙
述

を
進
め
て
ゆ
く	（
12
）。
そ
の
概
要
を
文
章
量
（
行
数
）
と
共
に
示
せ
ば
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
（
行
数
は
中
之
島
本
に
よ
る
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
は
二
十
五
字
程
。

一
字
で
も
次
行
に
ま
た
が
っ
た
も
の
は
一
行
と
し
て
数
え
る
。
ま
た
、
空
白
行
は

行
数
に
入
れ
な
い
）。

① 

帝
、
幼
く
し
て
孝
の
道
を
説
き
、
侍
読
を
感
服
さ
せ
る
。
・・・・・・・・・・・・・（
14
行
）

② 

帝
、
菊
花
の
宴
の
後
に
詩
歌
管
弦
の
遊
び
を
す
る
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（

108
行
）

③ 

帝
、
国
史
編
纂
の
た
め
に
大
学
寮
再
興
を
企
て
る
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
14
行
）

④ 

帝
、
宿
直
に
武
官
で
も
和
歌
を
た
し
な
む
よ
う
説
く
。
・・・・・・・・・・・・・・・・（
21
行
）

⑤ 

院
、
撰
集
編
纂
を
企
図
す
る
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
24
行
）

⑥ 

十
一
月
、
女
御
、
男
御
子
を
出
産
す
る
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
42
行
）

⑦ 

院
、
病
没
。
大
臣
等
、
院
に
漢
風
諡
号
を
贈
る
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
27
行
）

⑧ 

翌
年
一
月
、
帝
、
仏
教
を
批
判
し
、
陵
墓
の
荒
廃
を
歎
く
。
・・・・・・・・・（
40
行
）

⑨ 

東
の
殿
よ
り
追
悼
の
文
が
届
く
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
8
行
）

⑩ 

諒
闇
の
鳴
物
停
止
を
東
の
忌
み
以
上
に
厳
か
に
す
る
。
・・・・・・・・・・・・・・・・（
10
行
）

⑪ 

翌
年
、
更
衣
腹
の
兄
御
子
、
没
す
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
11
行
）

⑫ 

翌
年
、
女
御
、
中
宮
と
な
る
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
8
行
）

⑬ 

夏
頃
、
巡
察
使
に
よ
る
年
貢
増
徴
。
民
衆
、
帝
に
訴
願
す
る
。
・・・・・・（
81
行
）

⑭ 

十
一
月
、
女
御
腹
の
男
御
子
、
春
宮
と
な
る
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
21
行
）

⑮ 

翌
年
五
月
、
譲
位
。
九
月
、
春
宮
、
即
位
す
る
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
8
行
）

⑯ 

東
の
殿
、
巡
察
使
の
一
件
を
反
省
す
る
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
19
行
）

⑰ 

十
月
、
将
軍
宣
下
。
東
へ
行
く
一
向
、
送
別
の
宴
を
す
る
。
・・・・・・・・・（
56
行
）

⑱ 
そ
の
頃
、
監
、
処
罰
さ
れ
る
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
5
行
）

⑲ 
三
年
後
、
上
皇
、
没
す
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（
13
行
）
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⑳ 

姫
君
周
辺
で
怪
異
。
験
者
ら
の
陰
謀
と
発
覚
し
、
処
罰
す
る
。
・・・・・・（
54
行
）

右
の
通
り
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
は
、
帝
の
た
ぐ
い
ま
れ
な
資
質
を
示
す
エ
ピ

ソ
ー
ド
か
ら
始
ま
り
、
帝
の
没
後
、
姫
君
の
周
囲
で
起
こ
っ
た
事
件
に
つ
い
て
の

話
で
終
わ
る
。
そ
の
間
、
和
歌
の
宴
や
皇
族
の
慶
事
・
弔
事
、
譲
位
に
つ
な
が
る

大
き
な
事
件
等
、
様
々
な
事
柄
が
時
系
列
に
沿
っ
て
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
さ
ら

に
大
づ
か
み
に
整
理
す
れ
ば
、
帝
の
理
想
的
な
治
世
を
描
い
た
前
半
部
（
①
～

⑫
）、
年
貢
増
徴
に
端
を
発
し
た
危
機
と
そ
の
収
束
を
描
い
た
後
半
部
（
⑬
～
⑲
）、

帝
没
後
の
後
日
談
（
⑳
）
と
い
う
よ
う
に
三
分
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
本
作
は
あ

る
帝
の
半
生
を
描
い
た
物
語
で
あ
り
、
書
名
の
「
い
つ
の
よ
が
た
り
」
と
は
す
な

わ
ち
、
い
つ
頃
か
定
か
な
ら
ぬ
御
代
に
つ
い
て
の
物
語
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
述
の
通
り
、
伴
直
方
は
作
者
不
詳
の
書
と
し
て
『
い
つ
の
よ
が

た
り
』
を
手
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
作
の
成
立
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
推
測

し
て
い
る
。

直
方
按
ず
る
に
、
此
ふ
み
、
誰
か
作
る
と
も
し
り
が
た
け
れ
ど
、
書
中
に
「
近

く
は
絶
に
た
る
撰
集
と
い
ふ
事
多
く
お
こ
し
て
、
南
の
み
か
ど
に
て
え
ら
ば

れ
し
新
葉
よ
り
後
の
歌
ど
も
あ
つ
め
ん
と
し
給
ふ
」
云
々
と
あ
る
を
見
れ

ば
、
室
町
殿
の
末
つ
か
た
に
書
き
し
物
に
や
と
お
も
ふ
は
い
か
ゞ
あ
ら
ん
。

『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
に
は
、
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
た
『
新
葉
和
歌
集
』
の
後
を

継
ぐ
べ
く
、
院
が
中
心
と
な
っ
て
撰
集
事
業
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
面
が
あ

る
（
概
要
⑤
参
照
）。
直
方
は
そ
の
該
当
本
文
を
引
用
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
本

作
が
室
町
時
代
末
期
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
推
測
は
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
直
方
が

本
作
に
描
か
れ
た
架
空
の
歴
史
と
史
実
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
連
性
を
見
出
だ
そ

う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

中
井
竹
山
は
、
先
に
引
用
し
た
「
何
世
語
序
」
に
お
い
て
、

予
、
間

こ
の
ご
ろ『

何
世
語
』
の
編
を
得
て
之
を
読
む
。
蓋お

ほ

ふ
に
寓
言
を
以
て
し
、
近

時
の
偉
蹟
を
包
括
す
。
補
ふ
に
欲
す
べ
き
の
挙
を
以
て
し
、
一
代
の
盛
事
を

構
成
す
。

と
述
べ
、
本
作
が
最
近
の
出
来
事
を
作
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
解
し
て
い
た
。

竹
山
の
言
う
「
近
時
」
と
は
具
体
的
に
は
い
つ
頃
の
こ
と
な
の
か
。
注
目
し
た
い

の
は
、
河
野
美
術
館
本
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
以
下
の
文
で
あ
る
。

あ
る
人
の
い
へ
ら
く
、「
こ
の
物
が
た
り
の
す
ゑ
に
あ
な
る
姫
宮
と
申
奉
る

は
明
和
の
帝
に
て
、
あ
け
の
宮
と
申
た
い
ま
つ
る
。
の
ち
、
仙
院
に
お
は
し

ま
し
て
、
こ
と
さ
ら
に
寿
玉
を
か
さ
ね
た
ま
へ
る
」
と
な
ん
か
た
り
ぬ
。

こ
の
奥
書
の
「
あ
る
人
」
に
よ
れ
ば
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
終
盤
に
登
場
す
る

姫
君
は
「
明
和
の
帝
」「
あ
け
の
宮
」
で
あ
る
と
い
う
。「
明
和
の
帝
」「
あ
け
の

宮
」
と
は
、
幼
称
を
緋あ

け
の宮

と
い
い
、
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
か
ら
明
和
七
（
一

七
七
〇
）
年
に
か
け
て
在
位
し
た
後
桜
町
天
皇
の
こ
と
で
あ
る
。

以
下
は
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
末
尾
の
文
で
あ
る
。

ひ
め
ぎ
み
は
母
み
や
の
御
か
た
へ
参
り
給
ひ
て
、
後
々
は
御
位
に
さ
へ
つ
き

給
ひ
つ
る
と
か
。
其
ほ
ど
の
事
、
お
さ
〳
〵
さ
だ
か
な
ら
ず
や
。

物
語
は
姫
君
が
後
に
即
位
し
た
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
閉
じ
ら
れ
る
。
河
野
美
術

館
本
の
奥
書
は
、
こ
の
一
文
を
受
け
て
記
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
近
世
期
に
お
け
る
女
性
天
皇
は
、
後
桜
町
天
皇
の
他
に
明
正
天

皇
が
い
る
。
し
か
し
、
明
正
天
皇
の
在
位
期
間
は
寛
永
六
（
一
六
二
九
）
年
か
ら

同
二
十
年
で
あ
り
、
後
桜
町
天
皇
と
は
百
年
以
上
も
離
れ
て
い
る
。
河
野
美
術
館

本
奥
書
の
「
あ
る
人
」
は
、
い
つ
の
時
点
で
本
作
を
閲
し
た
の
か
。「
の
ち
、
仙
院
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に
お
は
し
ま
し
て
」
以
下
の
記
述
は
、
後
桜
町
天
皇
が
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年

の
譲
位
の
後
、
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
七
十
四
歳
で
崩
御
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
（
奥
書
の
筆
者
も
不

明
）。
し
か
し
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
姫
君
か
ら
直
近
の
女
性
天
皇
で
あ
る
後

桜
町
天
皇
を
想
起
す
る
の
は
、
さ
ほ
ど
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。さ

て
、
い
ま
試
み
に
、
姫
君
を
後
桜
町
天
皇
で
あ
る
と
す
る
「
あ
る
人
」
の
説

に
従
う
な
ら
ば
、
姫
君
の
父
親
で
あ
り
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
中
心
人
物
で
あ

る
帝
は
、
後
桜
町
天
皇
の
父
親
で
あ
る
桜
町
天
皇
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に

言
え
ば
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
「
い
つ
の
よ
」
と
は
、
お
よ
そ
桜
町
天
皇
が
生

き
た
時
代
、
す
な
わ
ち
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
か
ら
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年

に
か
け
て
の
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
こ
の

見
解
は
概
ね
首
肯
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

三
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
帝
と
桜
町
天
皇

『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
帝
は
桜
町
天
皇
と
い
う
実
在
の
天
皇
に
基
づ
い
て
造

型
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
最
大
の
理
由
は
、
景
範
自
身
が
桜
町
天
皇

に
関
す
る
記
事
を
『
間
思
随
筆
』（
成
立
年
不
詳
）
に
執
筆
し
て
お
り
、
そ
こ
に
書

か
れ
た
内
容
と
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
内
容
と
が
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
以

下
、
順
を
追
っ
て
説
明
す
る
。

おヒ
ル
ガ
ホ
大
臣

ほ
き
お
と
ゞ
の
御
娘
の
更
衣
ば
ら
に
五
百
の
宮
と
申
み
こ
い
ま
そ
が
り
け

り
。
御
い
も
う
と
の
姫
君
は
大楓

大
臣納

言
の
御
む
す
め
の
女
御
に
な
ん
お
ひ
出
給

ふ
な
り
け
り
。

『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
帝
に
は
当
初
一
男
一
女
の
御
子
が
い
た
。
一
人
は
、
太
政

大
臣
（
昼
顔
大
臣
）
の
娘
更
衣
が
生
ん
だ
五
百
宮
と
い
う
男
御
子
。
も
う
一
人
は
、

大
納
言
（
楓
大
臣
）
の
娘
女
御
が
生
ん
だ
姫
君
で
あ
る
（
新
田
文
庫
本
・
河
野
美

術
館
本
は
女
御
を
楓
大
臣
の
妹
と
す
る
）。
そ
の
後
、
女
御
は
念
願
の
男
御
子
を
産

み
、
五
百
宮
は
病
没
す
る
（
概
要
⑥
⑪
参
照
）。
結
果
、
女
御
が
産
ん
だ
男
御
子
が

立
坊
し
、
や
が
て
帝
か
ら
位
を
譲
ら
れ
る
に
至
る
（
概
要
⑭
⑮
参
照
）。

一
方
、
こ
れ
に
対
応
す
る
『
間
思
随
筆
』
の
記
事
は
以
下
の
通
り
で
あ
る	（
13
）。

元
文
の
帝
の
中
宮
藤
原
の
舎
子
は
、
二
条
左
大
臣
吉
忠
公
の
御
息
女
に
て
、

菅
原
の
利
子
の
御
腹
也
け
り
。
其
中
宮
に
は
、
緋
宮
と
申
奉
る
女
御
子
の
み

お
は
し
ま
し
、
こ
と
腹
に
お
の
こ
御
子
生
出
給
ふ
。
八
百
宮
と
な
ん
申
奉
り

け
り
。
…
…
程
な
く
皇
子
生
出
さ
せ
給
ひ
、
異
腹
の
は
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
て
、

此
宮
坊
に
立
せ
給
ひ
、
延
享
四
の
年
帝
お
り
ゐ
さ
せ
、
宮
御
位
に
つ
か
せ
給

ひ
け
り
。

「
元
文
の
帝
」
に
は
当
初
一
男
一
女
の
御
子
が
い
た
。
二
条
左
大
臣
良
忠
の
娘
舎
子

が
生
ん
だ
緋
宮
と
い
う
女
御
子
と
、
異
腹
の
八
百
宮
と
い
う
男
御
子
で
あ
る
。
そ

の
後
、
舎
子
は
男
御
子
を
産
み
、
八
百
宮
は
死
去
す
る
。
男
御
子
は
春
宮
と
な
り
、

延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
に
即
位
し
た
。「
元
文
の
帝
」
と
は
、
す
な
わ
ち
桜
町
天

皇
の
こ
と
で
あ
り
、
緋
宮
は
後
桜
町
天
皇
、
男
御
子
は
桃
園
天
皇
に
あ
た
る
。

『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
と
『
間
思
随
筆
』
と
の
人
物
関
係
を
系
図
と
し
て
比
較
す

る
と
次
頁
冒
頭
の
図
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
両
系
図
の
人
物
の
右
側
に
記
し
た

数
字
は
皇
位
の
継
承
順
で
あ
る
。



7

以
上
の
通
り
、
帝
を
中
心
と
す
る
系
図
お
よ
び
皇
位
を
め
ぐ
る
展
開
に
お
い

て
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
と
『
間
思
随
筆
』
は
一
致
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、

『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
と
『
間
思
随
筆
』
の
該
当
記
事
と
の
一
致
は
表
現
の
レ
ベ
ル

に
も
及
ぶ
。
以
下
は
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
『
間
思
随
筆
』
の
中
略
部
分
で
あ
る
。

宮
は
御
一
方
の
み
に
て
、
さ
う
〴
〵
し
く
渡
ら
せ
給
ふ
を
、
母
君
い
と
ほ
い

な
し
と
思
し
て
、
さ
ま
〴
〵
御
祈
ど
も
有
け
れ
ど
、
さ
る
し
る
し
も
な
か
り

け
ら
し
。
難
波
近
き
処
に
お
こ
の
法
師
有
と
聞
給
ひ
て
、
や
が
て
事
の
よ
し

を
ひ
そ
か
に
お
も
む
け
聞
え
さ
せ
給
ひ
ぬ
。
法
師
い
な
び
申
け
る
を
、
せ
ち

に
せ
め
給
ひ
け
れ
ば
、
さ
ば
か
り
返
さ
ひ
申
さ
ん
も
恐
れ
有
と
て
、
年
頃
ね

ん
じ
奉
り
た
る
仏
像
と
真
言
の
句
書
て
、「
是
を
あ
が
め
て
御
み
づ
か
ら
祈

ら
せ
給
へ
」
と
て
奉
り
け
り
。
母
君
や
が
て
其
由
申
て
宮
に
奉
り
給
ふ
。

や
ゝ
有
て
御
返
り
有
。「
か
し
こ
き
御
事
と
社
思
ひ
給
は
れ
侍
れ
、
願
ひ
を
も

し
侍
ら
め
、
只
お
の
れ
に
と
の
み
求
め
ん
私
心
を
神
仏
も
請
給
ひ
な
ん
や
、

観
音
は
と
ゞ
め
置
て
、
後
の
世
ね
が
ひ
侍
ら
ん
、
此
文
は
よ
き
に
云
て
返
し

や
ら
せ
給
へ
」
と
こ
ま
や
か
に
聞
え
給
へ
り
。
母
君
は
い
と
う
恥
か
し
と
思

し
け
り
。
や
が
て
彼
法
師
の
も
と
へ
宮
の
御
文
添
て
遣
し
給
へ
り
。
法
師
も

舌
ふ
る
ひ
て
、「
世
に
か
ゝ
る
た
め
し
や
侍
ら
ん
。
此
御
心
何
の
祈
り
に
も
は

る
か
に
増
ら
せ
給
は
ん
」
と
聞
え
し
が
、
…
…

舎
子
の
母
君
（
利
子
）
は
、
舎
子
が
男
子
を
出
産
す
る
よ
う
難
波
近
く
の
法
師
に

頼
り
、
仏
像
と
真
言
の
句
を
貰
う
。
し
か
し
、
舎
子
は
「
か
し
こ
き
御
事
と
社

（
こ
そ
）思

ひ
給
は
れ
侍
れ
、
…
…
只
お
の
れ
に
と
の
み
求
め
ん
私
心
を
神
仏
も
請
給
ひ
な
ん

や
」
と
、
私
心
か
ら
神
仏
に
す
が
る
こ
と
と
し
て
丁
重
に
拒
否
し
、
真
言
の
句
を

返
却
す
る
。
こ
の
舎
子
の
態
度
に
、
法
師
は
「
此
御
心
何
の
祈
り
に
も
は
る
か
に

増
ら
せ
給
は
ん
」
と
感
服
す
る
。
以
上
の
展
開
は
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
に
も
以

下
の
通
り
認
め
ら
れ
る
。

こ
ぞ
の
春
に
や
、
い
か
で
さ
う
〴
〵
し
く
わ
た
ら
せ
給
ふ
に
、「
お
の
み
こ
ひ

と
り
た
ゞ
に
」
と
母
宮
お
ぼ
し
て
、
難
波
の
ほ
と
り
に
、
大
と
こ
あ
な
る
に
、

こ
の
お
ぼ
す
や
う
か
す
め
き
こ
え
さ
せ
給
ひ
ぬ
。
大
と
こ
、
い
な
み
申
け
る

を
、
あ
な
が
ち
に
せ
め
給
け
れ
ば
、
年
ご
ろ
ね
ん
じ
た
り
け
る
仏
と
真
言
の

い
み
じ
き
こ
と
ば
書
て
、「
御
み
づ
か
ら
い
の
ら
せ
給
へ
」
と
て
奉
り
ぬ
。

宮
、
や
が
て
其
よ
し
つ
た
へ
給
ふ
。「女

御
答い

と
あ
り
が
た
き
御
心
の
ほ
ど
を
思
ひ

給
ふ
る
も
の
か
ら
、
か
し
こ
き
御
こ
と
ゝ
か
つ
は
思
ひ
給
ひ
は
べ
れ
。
こ
と

か
た
に
さ
へ
な
か
ら
ん
に
こ
そ
、
さ
る
ね
が
ひ
を
も
し
は
べ
ら
め
。『
か
な
ら

ず
こ
な
た
に
』
と
の
み
い
の
ら
ん
わ
た
く
し
心
を
、
何
の
神
仏
か
は
う
け
ひ

き
給
は
ん
。
仏
は
と
ゞ
め
て
後
の
世
の
し
る
べ
と
た
の
み
奉
る
べ
し
」
と
て
、

経
文
は
か
へ
し
給
ひ
ぬ
。「母

宮
心『

い
と
は
づ
か
し
く
あ
さ
ま
し
き
親
心
や
』
と
あ

た
り
の
人
き
さ
へ
よ
そ
に
や
も
る
べ
か
ら
ん
」
と
御
涙
さ
へ
つ
ゝ
ま
し
げ
な

り
。
大
と
こ
へ
も
、
し
か
聞
え
や
り
給
ひ
け
れ
ば
、
舌大

徳

う
ち
ふ
る
ひ
て
、「
さ

る
御
心
な
ん
、
何
の
祈
に
も
ま
さ
ら
せ
給
ふ
べ
し
」
と
聞
え
し
が
、
…
…

先
ほ
ど
の
『
間
思
随
筆
』
の
記
事
と
見
比
べ
る
と
、
話
の
筋
が
一
致
す
る
こ
と
は

母
宮

楓
大
臣

女
御

　○

五
百
宮

更
衣

舎
子

八
百
宮

○

昼
顔
大
臣

い
つ
の
よ
が
た
り

間
思
随
筆

菅
原
利
子

二
条
吉
忠

　○　○ 　○１
（
中
御
門
）

元
文
の
帝

２
（
桜
町
）

緋
宮
４
（
後
桜
町
）

皇
子
３
（
桃
園
）

姫
君
４男

御
子

３

帝２

　院１
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も
ち
ろ
ん
、「
か
し
こ
き
御
こ
と
ゝ
か
つ
は
思
ひ
給
ひ
は
べ
れ
…
…
『
か
な
ら
ず
こ

な
た
に
』
と
の
み
い
の
ら
ん
わ
た
く
し
心
を
、
何
の
神
仏
か
は
う
け
ひ
き
給
は
ん
」

と
い
う
女
御
の
台
詞
や
「
さ
る
御
心
な
ん
、
何
の
祈
に
も
ま
さ
ら
せ
給
ふ
べ
し
」

と
い
う
法
師
の
台
詞
等
、
表
現
の
レ
ベ
ル
で
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
箇
所
が
複
数
認
め

ら
れ
る
。

以
上
の
符
合
を
勘
案
す
れ
ば
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
中
心
人
物
た
る
帝
が
、

桜
町
天
皇
を
踏
ま
え
て
造
型
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。『
い
つ
の

よ
が
た
り
』
は
架
空
の
御
代
を
描
い
た
作
り
物
語
と
い
う
体
裁
を
取
り
な
が
ら
、

そ
の
実
、
桜
町
天
皇
と
い
う
実
在
す
る
天
皇
の
御
代
を
作
品
世
界
の
拠
り
ど
こ
ろ

と
し
て
い
た
の
で
あ
る	（
14
）。

四
、
年
貢
増
徴
一
件

『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
は
桜
町
天
皇
の
御
代
を
念
頭
に
置
い
て
創
作
さ
れ
た
物

語
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
と
史
実
と
で
は
、
ど
の
点
が
一

致
し
、
ど
の
点
が
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
頁
下
段
に
掲
げ
る
の
は
、
上
段
に
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
中
で
年
月
が
明

ら
か
な
事
柄
を
年
立
と
し
て
列
挙
し
、
下
段
に
そ
れ
に
対
応
す
る
歴
史
的
事
項
を

記
し
た
表
で
あ
る
。
対
応
す
る
事
項
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
っ
て
示
し
た
。

こ
の
表
の
通
り
、
合
計
一
〇
件
の
事
項
に
お
い
て
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
と
史

実
の
対
応
が
認
め
ら
れ
た
。
特
に
、
F
・
G
・
J
の
事
項
に
お
い
て
は
、『
い
つ
の

よ
が
た
り
』
と
歴
史
的
事
項
と
の
順
序
、
年
の
間
隔
が
合
致
す
る
こ
と
が
分
か
る

（
F
・
G
に
お
い
て
は
月
ま
で
も
が
一
致
す
る
）。
一
方
、
そ
れ
以
外
の
事
項
は
歴

史
的
事
項
と
順
序
や
年
月
が
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
A
と
B
は
『
い
つ
の

よ
が
た
り
』
で
は
立
て
続
け
に
起
こ
る
事
柄
で
あ
る
が
、
史
実
で
は
A
と
B
の
順

序
が
逆
で
あ
り
、
さ
ら
に
両
者
の
間
に
四
年
の
空
白
が
あ
る
。
景
範
は
桜
町
天
皇

の
御
代
を
明
ら
か
に
意
識
し
て
い
る
が
、
歴
史
の
流
れ
を
そ
の
ま
ま
祖
述
し
よ
う

と
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

本
節
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
後
半
部
に
起
こ
る

い
つ
の
よ
が
た
り

関
連
年
表

物
語
年
次

事
項

西
暦

事
項

１
７
３
７

 
 

中
御
門
天
皇
、
崩
御
。
B

１
７
４
１
２
月 

 

桃
園
天
皇
、
誕
生
。
A

１

４
月 

 

こ
の
頃
よ
り
女
御
、
里
帰

り
。

９
月 

 

詩
歌
管
弦
の
遊
び
。

11
月 

 

女
御
、
男
御
子
を
出
産
。

A

 
 

院
、
崩
御
。
B

１
７
４
３

２

１
月 

 

上
、
御
修
法
を
変
更
。

１
７
４
４

 
 

神
尾
春
央
、
畿
内
へ
巡
見

し
、
年
貢
増
徴
を
行
う
。

C

３

 
 

五
百
宮
、
病
没
。

１
７
４
５
４
月 

 

摂
津
・
河
内
の
農
民
、
堂

上
方
へ
訴
願
。
D

９
月 

 

徳
川
吉
宗
、
将
軍
職
を
家

重
に
譲
る
。

10
月 

 

松
平
乗
邑
、処
罰
さ
れ
る
。

I

11
月 

 

将
軍
宣
下
。
H

４

夏 
 

こ
の
頃
よ
り
巡
察
使
に
よ

る
年
貢
増
徴
。
C

 
 

摂
津
・
河
内
の
農
民
、
堂

上
方
へ
訴
願
。
D

11
月 

 

男
御
子
、
立
坊
。
E

１
７
４
６

５

５
月 

 

上
、
譲
位
。
F

９
月 

 

男
御
子
、
即
位
。
G

10
月 

 

将
軍
宣
下
。
H

 
 

監
、
処
罰
さ
れ
る
。
I

１
７
４
７
３
月 

 

桃
園
天
皇
、
立
太
子
。
E

５
月 

 

桜
町
天
皇
、
譲
位
。
F

９
月 

 

桃
園
天
皇
、
即
位
。
G

８

 
 

上
皇
、
崩
御
。
J

１
７
５
０
４
月 

 

桜
町
天
皇
、
崩
御
。
J
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C
・
D
の
事
項
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
す
る
。

東
に
は
夏
の
こ
ろ
よ
り
巡
察
使
を
国
々
に
遣
は
し
て
、
お
ほ
や
け
の
田
の
か

ぎ
り
を
た
ゞ
さ
し
め
給
ふ
。
御
使
の
か
し
ら
だ
つ
は
も
と
は
い
と
げ
す
な
り

け
る
が
、
た
み
の
わ
ざ
を
も
あ
り
ふ
る
さ
ま
を
も
あ
く
ま
で
し
り
た
る
を
さ

る
か
た
の
そ
く
に
め
し
あ
げ
ら
れ
た
る
な
め
れ
ば
、
こ
た
び
は
、
を
の
が
こ

う
あ
ら
は
さ
ん
と
て
、
あ
ま
り
の
畔
の
か
た
は
し
を
も
わ
た
く
し
せ
り
。

東
よ
り
国
々
に
派
遣
さ
れ
た
巡
察
使
は
、
私
利
私
欲
か
ら
過
酷
な
年
貢
徴
収
を

行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
大
い
に
困
窮
し
た
河
内
国
、
摂
津
国
の
民
衆
は
、「
さ
り

と
て
さ
て
あ
ら
ん
や
」
と
発
起
し
、
連
れ
立
っ
て
都
へ
と
向
か
う
。

み
の
笠
か
れ
い
ゐ
ま
で
と
り
し
だ
し
、
め
せ
た
る
親
を
お
ひ
、
め
こ
ひ
き
ぐ

し
て
、
内
の
御
築
地
の
め
ぐ
り
、
雲
と
か
す
み
と
む
ら
が
り
来
た
り
。「
こ
は

何
ご
と
の
い
で
き
に
け
る
か
」
と
み
や
こ
の
さ
は
ぎ
た
ゞ
な
ら
ず
。

民
衆
た
ち
は
内
裏
の
築
地
に
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
た
。
都
の
騒
ぎ
は
並
一
通
り
の

も
の
で
は
な
い
。
こ
の
一
件
は
帝
の
叡
聞
に
達
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
民
衆
に
同

情
し
た
帝
は
東
に
民
衆
の
窮
状
を
救
う
よ
う
文
を
遣
る
。
東
の
殿
は
「
か
し
こ
ま

り
に
た
へ
ず
」
増
加
さ
れ
た
年
貢
高
を
元
通
り
に
し
た
。

以
上
述
べ
て
き
た
一
連
の
事
件
は
桜
町
天
皇
の
御
代
に
実
際
に
起
こ
っ
た
事
件

に
基
づ
く
。
以
下
、
先
行
研
究
に
よ
り
つ
つ
、
そ
の
顚
末
を
簡
略
に
記
す	（
15
）。

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
享
保
期
以
降
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
は
逼
迫
し
た
幕

府
の
財
政
を
再
建
す
べ
く
、
年
貢
の
増
収
に
つ
と
め
た
。
そ
う
し
た
中
、
老
中
松

平
乗の

り

邑さ
と

の
も
と
年
貢
増
徴
政
策
を
推
進
し
て
き
た
勘
定
奉
行
神
尾
春は

る

央ひ
で

は
、
延
享

元
（
一
七
四
四
）
年
、
自
ら
西
国
の
幕
領
農
村
へ
出
向
き
、
各
所
で
検
地
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
摂
津
・
河
内
の
幕
領
で
は
年
貢
の
大
増
徴
が
実
現
さ
れ
た
。
谷

山
正
道
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
十
二
か
村
平
均
で
一
・
八
五
倍
、
最
も
増
加
率
が

高
か
っ
た
交
野
郡
中
宮
村
の
場
合
は
二
・
九
四
倍
も
の
増
徴
で
あ
る	（
16
）。
こ
れ
に

反
発
し
た
百
姓
た
ち
は
、
各
代
官
所
や
大
坂
町
奉
行
所
、
さ
ら
に
は
江
戸
表
に
ま

で
赴
き
箱
訴
に
及
ん
だ
が
、
要
求
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
延
享
二
（
一
七

四
五
）
年
四
月
十
五
日
、
摂
津
国
東
成
郡
お
よ
び
河
内
国
若
江
郡
・
渋
川
郡
村
々

の
庄
屋
以
下
百
姓
多
数
は
京
都
に
上
り
、
京
都
青
木
代
官
所
、
つ
い
で
京
都
目
付

へ
と
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
京
都
に
集
ま
っ
て
い
た
約
二
万
人
余
の
百
姓
が
内
大
臣

近
衛
内
前
、
大
納
言
葉
室
頼
胤
（
武
家
伝
奏
）、
大
納
言
坊
城
俊
将
に
年
貢
減
免
の

斡
旋
を
願
い
出
た
。
し
か
し
、
幕
府
は
百
姓
た
ち
の
訴
え
を
聞
き
入
れ
ず
、
か

え
っ
て
堂
上
方
に
訴
願
し
た
こ
と
を
問
題
視
し
、
大
坂
町
奉
行
所
に
命
じ
て
同
年

七
月
よ
り
吟
味
を
開
始
。
そ
し
て
、
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
一
月
、
村
々
の
庄

屋
た
ち
を
始
め
と
す
る
堂
上
方
へ
の
訴
願
に
関
与
し
た
と
判
断
さ
れ
た
人
々
に
対

し
て
処
罰
の
内
容
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
以
上
が
こ
の
事
件
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

史
実
と
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
と
を
比
較
す
る
と
、
年
貢
増
徴
が
行
わ
れ
た
と

い
う
点
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
困
窮
し
た
河
内
・
摂
津
の
百
姓
が
朝
廷
側
へ
訴
え
た

と
い
う
点
が
一
致
し
て
い
る
。
一
方
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
で
は
帝
の
取
り
な
し

に
よ
っ
て
年
貢
が
減
免
さ
れ
た
の
に
対
し
、
史
実
で
は
年
貢
増
徴
が
強
行
さ
れ

た
。
帝
が
困
窮
し
た
民
を
救
済
す
る
と
い
う
展
開
は
景
範
が
設
け
た
虚
構
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

次
に
、
F
～
I
の
事
項
に
注
目
し
た
い
。『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
で
は
、
事
態
の

収
束
後
、
帝
が
自
責
の
念
か
ら
譲
位
を
考
え
始
め
、
つ
い
に
そ
れ
を
実
行
す
る
。

う
へ
は
猶
御
心
や
す
か
ら
ず
、「
さ
る
鬼
蜮
な
る
者
い
で
き
て
た
い
し
か
は

ら
の
な
や
み
と
な
る
も
、
思
へ
ば
わ
が
不
徳
の
な
す
わ
ざ
な
る
べ
し
」
と
い

た
く
御
身
を
せ
め
て
、
こ
れ
よ
り
御
位
ゆ
づ
ら
ん
の
御
心
つ
き
給
ひ
け
る
な

る
べ
し
。
…
…
明
の
年
の
五
月
に
み
く
に
譲
り
あ
り
て
、
う
へ
は
院
に
う
つ
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ろ
ひ
給
ひ
け
り
。

帝
の
譲
位
を
受
け
、
東
の
殿
は
恐
縮
す
る
。
や
が
て
東
の
殿
は
「
御
そ
く
か
へ
し

奉
ら
ん
の
御
心
」
を
定
め
、「
十
月
に
は
将
軍
の
宣
命
下
さ
る
べ
き
定
め
」
が
下
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、

其
比
、
げ監ん
、
む
く
い
の
わ
ざ
あ
り
と
て
、
を
し
こ
め
給
へ
り
。
さ
る
べ
き

こ
と
ゝ
世
の
人
つ
ま
は
ぢ
き
せ
り
。
と
く
さ
る
べ
か
り
し
を
、
今
の
殿
の
お

き
て
先
世
に
あ
ら
は
さ
ん
と
て
の
ど
め
を
き
給
へ
る
に
や
あ
り
け
む
。
か
の

巡
察
使
は
い
か
ゞ
あ
り
け
ん
。

と
、
年
貢
増
徴
の
責
任
者
と
思
し
い
「
監
」
な
る
人
物
が
処
罰
さ
れ
た
。
か
く
し

て
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
で
は
百
姓
に
よ
る
堂
上
方
へ
の
訴
え
が
年
貢
減
免
に
つ

な
が
っ
た
だ
け
で
な
く
、
帝
の
譲
位
、
東
の
殿
の
隠
居
、
責
任
者
の
処
罰
と
、
世

の
中
を
大
き
く
変
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
関
連
人
物
を
史
実
と
対
応
さ
せ
る
と
、
帝
は

桜
町
天
皇
、
東
の
殿
は
徳
川
吉
宗
、
監
は
左
近
将
監
松
平
乗
邑
、
巡
察
使
は
神
尾

春
央
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
、
前
掲
の
表
の
通
り
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
と
は
順

序
・
年
月
こ
そ
違
え
、
史
実
に
お
い
て
も
、
吉
宗
の
隠
居
、
乗
邑
へ
の
処
罰
、
桜

町
天
皇
の
譲
位
と
い
う
大
事
件
が
、
堂
上
方
へ
の
訴
願
以
降
立
て
続
け
に
起
こ
っ

た
。
と
り
わ
け
老
中
乗
邑
へ
の
処
罰
は
異
例
の
沙
汰
で
あ
っ
た
。
辻
達
也
氏
は
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る	（
17
）。

一
七
四
五
（
延
享
二
）
年
八
代
将
軍
吉
宗
が
隠
居
し
、
そ
の
子
家
重
が
後
を

継
ぎ
、
そ
の
祝
賀
が
終
わ
っ
た
直
後
の
十
月
九
日
、
享
保
改
革
三
〇
年
間
の

後
半
期
に
敏
腕
を
ふ
る
い
、
お
お
い
に
将
軍
吉
宗
を
補
佐
し
て
き
た
老
中
松

平
乗
邑
が
、
突
如
と
し
て
罷
免
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
加
増
分
一
万
石
没

収
、
隠
居
・
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
真
相
は
ま
っ
た
く
判
明
し
て
い
な

い
。『
徳
川
実
紀
』
に
も
「
秘
し
て
伝
へ
ざ
れ
ば
し
る
も
の
な
し
」
と
記
し
て

い
る
。
こ
う
い
う
政
治
的
事
件
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
巷
説
が
と
び
か
う
の

は
、
時
代
に
か
か
わ
ら
ず
つ
ね
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
も
い
ろ
い
ろ
な
雑
説

が
残
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
確
証
が
な
い
。

辻
氏
は
乗
邑
処
罰
の
理
由
を
語
る
雑
説
の
例
と
し
て
、
天
皇
の
権
威
を
借
り
て
幕

政
を
動
か
そ
う
と
し
た
罪
と
す
る
『
落
合
郷
八
覚
書
』
や
、
摂
家
領
を
検
地
し
た

罪
と
す
る
馬
場
文
耕
『
明
君
享
保
録
』
を
紹
介
す
る
。
一
連
の
政
治
的
事
件
に
対

す
る
当
時
の
人
々
の
関
心
の
強
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
う

し
た
雑
説
の
中
に
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
と
近
似
し
た
内
容
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
沙
汰
書
の
体
裁
で
乗
邑
の
悪
事
を
非
難
し
た
偽
作
『
倭
紂
書
』（
延

享
三
〈
一
七
四
六
〉
年
成
）
で
あ
る	（
18
）。
そ
こ
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

一 

公
家
衆
の
家
来
の
咄
に
、
神
尾
若
狭
守
（
天
野
注
、
神
尾
春
央
）、
左
近
（
天

野
注
、
松
平
乗
邑
）
差
図
に
て
五
畿
内
へ
検
地
を
入
、
百
姓
ど
も
大
き
に
難

儀
仕
候
て
訴
状
認
め
、
禁
裏
の
御
築
地
の
内
直
訴
捧
候
に
付
、
叡
聞
に
達
し

候
処
、
前
代
未
聞
の
事
、
尤
御
記
録
に
も
留
り
可
申
候
得
共
、
末
代
迄
も
時

之
天
子
の
御
恥
辱
と
の
勅
諚
の
由
、
五
畿
内
の
民
の
こ
ん
き
う
を
天
子
よ
り

も
御
救
被
遊
度
叡
慮
な
れ
ど
も
、
叶
は
せ
ら
れ
ず
、
是
以
御
政
事
の
御
不
徳

故
と
叡
慮
を
な
や
ま
さ
れ
、
御
位
を
御
す
べ
り
可
被
遊
と
の
逆
鱗
の
よ
し
、

此
儀
達
上
聞
候
故
難
被
捨
置
、
京
都
の
聞
の
た
め
、
即
時
左
近
将
監
へ
御
咎

被
仰
付
候
事
。

「
公
家
衆
の
家
来
の
咄
」
に
よ
れ
ば
、
神
尾
春
央
の
検
地
に
難
儀
し
た
百
姓
た
ち
が

訴
状
を
持
っ
て
禁
裏
の
御
築
地
へ
直
訴
し
た
と
こ
ろ
、
叡
聞
に
達
し
た
。
桜
町
天

皇
は
民
の
困
窮
を
救
お
う
と
し
た
が
果
た
せ
ず
、
こ
れ
を
遺
憾
に
思
い
譲
位
を
希

望
し
た
。
天
皇
の
「
逆
鱗
」
を
う
け
、
幕
府
は
年
貢
増
徴
の
総
責
任
者
で
あ
る
松
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平
乗
邑
に
責
任
を
取
ら
せ
た
。
以
上
の
よ
う
に
『
倭
紂
書
』
は
、
堂
上
方
へ
の
訴

願
と
桜
町
天
皇
の
譲
位
、
乗
邑
の
処
罰
と
を
結
び
つ
け
て
説
明
し
て
い
る
。

次
に
、
奈
良
県
宇
陀
郡
曽
禰
村
長
野
の
井
上
家
に
伝
わ
る
古
記
録
『
井
上
次
兵

衛
覚
帳
』
で
あ
る
。
そ
の
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
の
項
目
に
以
下
の
よ
う
に
あ

る	（
19
）。

一 

八
月
廿
五
日
、
将
軍
大
御
所
様
（
天
野
注
、
吉
宗
）
西
の
丸
へ
御
入
被
致
候

趣
諸
国
御
触
有
之
候
、
同
月
廿
七
日
右
大
将
様
（
天
野
注
、
家
重
）
御
本
丸

へ
御
移
り
被
致
候
由
御
触
有
之
候
、

一 

大
御
世
中
松
平
左
近
将
監
様
御
隠
居
被
仰
付
、
御
家
督
六
万
石
御
同
名
和
泉

守
様
へ
被
遣
、
又
神
尾
若
狭
守
様
知
行
被
召
上
小
普
請
役
ニ
被
仰
付
候
由
、

其
外
御
世
中
諸
御
役
人
不
残
御
替
り
被
致
候
由
ニ
候
、

一 

右
者
摂
・
河
・
泉
州
内
ゟ
五
畿
内
百
姓
相
立
不
申
候
趣
、
訴
状
相
認
、
禁
中

様
へ
願
上
候
由
ニ
而
、
依
之
御
江
戸
表
へ
被
請
取
候
ニ
付
、
右
之
通
大
御
所

様
御
隠
居
被
為
遊
、
諸
御
役
人
中
様
御
替
り
被
成
候
由
、
世
上
申
事
ニ
有
之

候
、
右
大
将
様
将
軍
宣
下
の
触
有
之
候
、

吉
宗
が
家
重
へ
将
軍
職
を
譲
っ
た
こ
と
、
乗
邑
や
春
央
ら
が
引
責
処
分
を
受
け
た

こ
と
が
述
べ
ら
れ
、「
世
上
申
事
」
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
原
因
が
「
摂
・
河
・
泉

州
内
ゟ
五
畿
内
百
姓
」
が
「
禁
中
様
」
に
訴
え
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

堂
上
方
へ
の
訴
願
と
吉
宗
の
隠
居
、
乗
邑
の
処
罰
を
結
び
つ
け
て
解
釈
し
た
わ
け

で
あ
る
。

『
倭
紂
書
』
が
「
公
家
衆
の
家
来
の
咄
」
と
し
、『
井
上
次
兵
衛
覚
帳
』
が
「
世

上
申
事
」
と
し
て
一
連
の
顚
末
を
書
き
と
ど
め
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
当
時

に
お
い
て
は
、
同
工
異
曲
の
風
説
が
様
々
に
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
F

～
I
（
帝
の
譲
位
、
東
の
殿
の
隠
居
、
責
任
者
の
処
罰
）
を
堂
上
方
へ
の
訴
願
と

一
連
の
も
の
と
し
て
語
る
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
物
語
展
開
は
、
景
範
一
人
の

着
想
で
は
な
く
、
当
時
の
巷
説
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
内
容
に
つ
い
て
検
証
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

本
作
が
桜
町
天
皇
の
御
代
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
特
に

本
作
の
後
半
部
で
描
か
れ
る
年
貢
増
徴
の
事
件
に
つ
い
て
は
史
実
や
巷
説
と
の
関

わ
り
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
作
が
有
す
る
当
代
性

と
い
う
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

最
後
に
、
本
稿
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
見
解
に
対
し
て
想
定
さ
れ
る
二
つ
の
疑
問

と
そ
れ
に
対
す
る
試
案
を
示
す
。

一
つ
は
、
な
ぜ
景
範
は
他
で
も
無
い
桜
町
天
皇
を
中
心
人
物
に
据
え
た
の
か
と

い
う
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
は
、
歌
学
に
お
け
る
景
範
と
桜
町
天
皇
と
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
景
範
は
幼
児
期
か
ら

堂
上
歌
学
を
学
ん
で
い
た
。
一
方
、
桜
町
天
皇
は
、
盛
田
帝
子
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
烏
丸
光
栄
よ
り
古
今
伝
授
を
受
け
、
自
ら
宮
中
の
歌
道
入
門
制
度
を
整
え

る
等
、
当
時
の
堂
上
歌
壇
に
お
い
て
中
心
的
な
存
在
で
あ
り
、
後
代
に
も
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
た	（
20
）。
景
範
は
堂
上
歌
学
を
学
ぶ
中
で
、
折
に
触
れ
て
桜
町
天
皇

に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。『
間
思
随
筆
』
に
は
先
に
紹
介
し
た

記
事
の
他
に
も
桜
町
天
皇
に
関
す
る
記
事
が
六
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

同
じ
帝
（
天
野
注
、
桜
町
天
皇
）、
百
拙
和
尚
（
天
野
注
、
百
拙
元
養
）
を
召
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て
、
覚
束
な
き
筋
明
ら
め
聞
え
よ
と
て
問
せ
給
ひ
し
事
有
け
る
に
、
さ
る
べ

き
御
答
申
て
ま
か
れ
り
。
御
室
の
辺
に
お
こ
の
棄
人
有
け
る
が
、
其
趣
き
か

ん
と
て
百
拙
の
が
り
罷
て
、
帰
り
て
独
り
ご
と
に
、
大
方
の
例
、
勅
問
た
ゆ

げ
に
て
答
へ
は
力
あ
る
も
多
か
な
る
を
、
此
度
は
引
か
へ
て
、
勅
問
い
み
じ

く
て
答
へ
さ
せ
る
ふ
し
も
な
か
り
き
。

桜
町
天
皇
の
賢
明
ぶ
り
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
言
え
よ
う
。
景
範
に
と
っ
て
、
桜

町
天
皇
は
と
り
わ
け
近
し
く
、
か
つ
理
想
の
君
主
に
ふ
さ
わ
し
い
帝
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ま
一
つ
は
、
な
ぜ
景
範
は
か
く
も
当
代
性
の
強
い
本
作
を
、
わ
ざ
わ
ざ
和
文

に
よ
っ
て
叙
述
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
八

木
氏
や
多
治
比
氏
は
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
を
「
擬
古
物
語
」
と
分
類
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
伴
直
方
は
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
を
室
町
時
代
末
期
の
書
と
推
定
し

た
。
こ
う
し
た
判
断
の
背
景
に
は
和
文
と
い
う
本
作
の
文
体
が
少
な
か
ら
ず
関

わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
詩
歌
管
弦
の
遊
び
の
場
面
等
で
は
、
景
範
の

筆
致
は
風
雅
に
徹
し
、
王
朝
物
語
の
趣
を
醸
し
出
し
て
い
る
と
言
え
な
く
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
後
半
部
の
内
容
は
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
甚
だ
当
代
的

で
あ
り
、
擬
古
物
語
が
模
範
と
す
べ
き
は
ず
の
王
朝
物
語
の
世
界
か
ら
は
か
け
離

れ
て
い
る
。
な
ぜ
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
は
和
文
で
書
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
つ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
幕
府
へ
の
批
判
と
い
う
危
険
な
内
容

を
朧
化
さ
せ
、
一
見
無
関
係
な
書
物
の
よ
う
に
擬
装
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
考
え
た
場
合
、
本
作
の
当
代
性
を
隠
し
て
お
き
な
が
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
跋
文
中

で
「
古
き
物
と
も
み
え
ず
」
と
述
べ
、
か
つ
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
と
謎
か
け
の

よ
う
な
書
名
に
し
た
点
に
、
分
か
る
人
に
は
分
か
る
よ
う
に
書
い
た
と
い
う
景
範

の
執
筆
姿
勢
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
文
体
の
問
題
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
な
の
は
、
や
は
り
景
範
が
著
し
た

『
か
は
し
ま
も
の
が
た
り
』
と
い
う
作
品
で
あ
る
。『
か
は
し
ま
も
の
が
た
り
』
は
、

山
城
国
葛
野
郡
川
島
村
の
農
民
で
孝
行
を
表
彰
さ
れ
た
義
兵
衛
と
い
う
農
民
の
行

状
を
記
し
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
孝
子
伝
で
あ
る
。『
か
は
し
ま
も
の
が
た
り
』
は

明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
に
懐
徳
堂
蔵
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
前

年
、
心
学
者
布
施
松
翁
に
よ
っ
て
同
じ
く
義
兵
衛
の
行
状
を
記
し
た
『
西
岡
孝
子

義
兵
衛
行
状
聞
書
』
が
出
版
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
義
兵
衛
の
行
状
を
伝
え

る
と
い
う
点
で
は
、『
か
は
し
ま
も
の
が
た
り
』
は
『
西
岡
孝
子
義
兵
衛
行
状
聞

書
』
に
先
を
越
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
『
か
は

し
ま
も
の
が
た
り
』
は
出
版
さ
れ
た
の
か
。
序
文
を
記
し
た
中
井
竹
山
は
以
下
の

よ
う
に
言
う	（
21
）。

文
は
以
て
事
を
記
し
、
事
は
文
に
因
り
て
伝
う
。
…
…
京
刻
の
状
、
其
の
詞

俚
近
、
以
て
実
を
記
す
に
足
れ
ど
も
、
以
て
後
に
伝
う
る
に
足
ら
ず
。
乃
ち

易
う
る
に
典
雅
の
詞
を
以
て
し
、
復
た
益
す
に
其
の
見
聞
す
る
所
を
以
す
。

是
に
於
て
事
甚
し
く
は
旧
に
加
え
ず
し
て
、
情
景
益
ま
す
真
と
な
り
、
煥
然

と
し
て
光
輝
を
生
ず
。
夫
れ
子
常
は
今
の
詞
宗
な
り
。
我
、
以
て
之
を
知
る

に
足
ら
ざ
る
と
雖
も
、
而
し
て
独
だ
其
の
伝
の
朽
ち
ざ
る
を
知
る
な
り
。

文
は
事
を
記
す
も
の
で
あ
り
、
事
は
文
に
よ
っ
て
伝
わ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る

竹
山
に
と
っ
て
、
先
に
出
版
さ
れ
た
『
西
岡
孝
子
義
兵
衛
行
状
聞
書
』（
京
刻
の

状
）
は
詞
が
俗
語
に
近
く
、
実
を
記
す
に
は
十
分
だ
が
、
後
世
に
伝
え
る
に
は
不

足
で
あ
っ
た
。
竹
山
は
、
当
世
の
「
詞
宗
」
た
る
景
範
に
よ
り
、「
典
雅
」
な
詞
で

書
き
換
え
ら
れ
た
『
か
は
し
ま
も
の
が
た
り
』
が
、
後
世
ま
で
伝
え
う
る
不
朽
の

作
品
と
な
っ
た
と
述
べ
る	（
22
）。

竹
山
は
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
序
文
で
「
詞
の
理
は
典
雅
宏
麗
、
勢
は
紫
諸
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姫
彤と

う

管か
ん

の
遺
、
煒い

然ぜ
ん

と
し
て
復
た
覩み

る
べ
し
」
と
述
べ
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の

文
章
を
「
典
雅
宏
麗
」
に
し
て
紫
式
部
を
は
じ
め
と
す
る
王
朝
の
女
流
作
家
の
文

章
を
今
に
再
現
し
て
い
る
と
称
え
て
い
た
。
孝
子
伝
で
あ
る
『
か
は
し
ま
も
の
が

た
り
』
と
作
り
物
語
で
あ
る
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
と
は
性
質
が
異
な
る
。
し
か

し
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
も
『
か
は
し
ま
も
の
が
た
り
』
と
同
じ
く
、
後
世
に
永

く
伝
え
る
に
足
る
作
品
と
し
て
書
か
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
文
体
と
し
て
和
文

が
選
ば
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
述
べ
た
二
点
の
疑
問
と
そ
れ
に
対
す
る
試
案
に
つ
い
て
は
、
本
稿
が
検
討

対
象
と
し
な
か
っ
た
『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
と
懐
徳
堂
の
思
想
と
の
関
連
を
追
及

す
る
こ
と
で
、
な
お
考
察
を
深
め
た
い
。
こ
れ
を
以
て
今
後
の
課
題
と
す
る
。

注（
1
） 

多
治
比
郁
夫
氏
「
加
藤
景
範
年
譜
―
懐
徳
堂
の
歌
人
―
」（『
日
本
書
誌
学
大
系
89

－

2　

京
阪
文
藝
史
料
』
第
2
巻
、
青
裳
堂
書
店
、
平
成
17
年
。
初
出
、
昭
和
47
年
）、
同

氏
項
目
執
筆
「
加
藤
景
範
」（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
1
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和

58
年
）。

（
2
） 

「『
続
落
久
保
物
語
』
と
『
よ
し
は
ら
物
語
』
―
作
者
と
成
立
に
つ
い
て
」（『
近
世
文

藝
』
94
、
平
成
23
年
7
月
）。

（
3
） 

八
木
毅
氏
「
懐
徳
堂
の
和
学
書
目
並
解
説
」（『
語
文
』
10
、
昭
和
29
年
）。

（
4
） 

注 （
3
）
八
木
氏
論
文
に
「
自
筆
稿
本
」
と
あ
る
。
竹
山
の
序
文
の
み
別
筆
。

（
5
） 

当
該
本
に
は
文
行
堂
か
ら
購
入
し
た
際
の
売
り
札
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
加
藤

景
範
（
竹
里
）
自
筆　

金
二
千
五
百
圓
」
と
あ
る
。

（
6
） 

中
之
島
本
と
同
筆
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

（
7
） 

竹
山
の
序
文
は
『
奠
陰
集
』
巻
四
に
も
「
何
世
語
序
」（
甲
申
八0

月
）
と
し
て
収
ま
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
い
つ
の
よ
が
た
り
』
の
成
立
は
明
和
元
年
八
月
以
前
と
な
る
。

（
8
） 

引
用
は
中
之
島
本
に
よ
る
。「
竹
里
」
の
箇
所
は
新
田
文
庫
本
の
み
「
竹
里
散
人
書
」

と
す
る
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
、
清
濁
を
改
め
、
句
読
点
・
カ
ギ
括
弧
を
私
に
付

し
た
。
判
読
不
明
の
文
字
は
□
、
省
略
箇
所
は
「
…
…
」
で
表
し
た
。
私
に
振
り
仮
名

を
付
し
た
場
合
は
（　

）
で
括
っ
て
表
し
た
。
以
下
、
一
次
資
料
か
ら
の
引
用
は
こ
の

方
針
に
従
う
。

（
9
） 

引
用
は
『
物
語
草
子
目
録
』（
角
川
書
店
、
昭
和
46
年
）
に
よ
る
。

（
10
） 

筆
跡
の
面
か
ら
す
れ
ば
、
中
之
島
本
と
新
田
文
庫
本
は
近
く
、
そ
れ
に
比
す
る
と
河

野
美
術
館
本
は
や
や
遠
い
。
河
野
美
術
館
本
は
成
立
時
期
が
他
二
本
と
隔
た
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

（
11
） 

中
之
島
本
を
中
心
に
扱
う
の
は
現
存
諸
本
の
中
で
唯
一
竹
山
の
序
を
備
え
る
か
ら
で

あ
る
。

（
12
） 

こ
の
帝
は
作
中
「
う
へ
」（
上
）
と
呼
称
さ
れ
る
が
、
便
宜
上
、
本
稿
で
は
帝
と
す
る
。

（
13
） 

引
用
は
『
続
日
本
随
筆
大
成
5
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
55
年
）
に
よ
る
。

（
14
） 

な
お
、『
間
思
随
筆
』
の
伝
え
る
皇
統
系
図
は
史
実
と
異
な
る
。『
天
皇
皇
族
実
録
115
、

116　

桜
町
天
皇
実
録
』
第
1
、
2
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
18
年
）
に
よ
れ
ば
、
桜
町

天
皇
に
は
舎
子
、
定
子
の
他
に
典
侍
藤
原
資
子
が
い
る
。
ま
た
、
舎
子
は
元
文
二
（
一

七
三
七
）
年
に
盛
子
内
親
王
（
延
享
三
〈
一
七
四
六
〉
年
没
）
を
、
続
い
て
元
文
五
年

に
智
子
内
親
王
（
緋
宮
、
後
桜
町
天
皇
）
を
産
ん
で
い
る
が
、
男
子
は
産
ん
で
い
な
い
。

つ
ま
り
、
八
百
宮
の
存
在
と
そ
の
死
没
、
お
よ
び
舎
子
が
桃
園
天
皇
を
産
ん
だ
こ
と
は

史
実
に
反
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
景
範
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
記
し
た
の
か
。
桃
園
天

皇
は
定
子
を
母
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
時
「
八
穂
宮
」
と
称
し
、
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年

十
月
五
日
に
舎
子
の
実
子
扱
い
と
な
っ
た
。
こ
の
八
穂0

宮
が
景
範
の
言
う
八
百0

宮
と
何

ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
疑
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
15
） 

年
貢
増
徴
に
関
す
る
論
述
に
際
し
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
森
杉
夫
氏
「
神
尾

若
狭
の
増
徴
を
め
ぐ
っ
て
」（『
歴
史
研
究
』
9
、
昭
和
40
年
）、
同
氏
「
神
尾
若
狭
の
増

徴
に
対
す
る
農
民
闘
争
史
料
」（『
近
世
史
研
究
』
42
、
昭
和
43
年
）、
谷
山
正
道
氏
『
近

世
民
衆
運
動
の
展
開
』（
高
科
書
店
、
平
成
6
年
）
第
一
部
第
二
章
「
延
享
元
年
勘
定
奉

行
神
尾
春
央
の
西
国
幕
領
巡
見
を
め
ぐ
っ
て
―
年
貢
増
徴
を
め
ぐ
る
東
と
西
―
」、

『
百
姓
一
揆
事
典
』（
民
衆
社
、
平
成
16
年
）。

（
16
） 
寛
保
元
～
三
（
一
七
四
一
～
四
）
年
平
均
年
貢
高
と
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
年
貢
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高
と
の
比
較
。
比
較
対
象
は
、
摂
津
国
（
西
成
・
大
道
寺
、
難
破
、
住
吉
・
杉
本
、
我

孫
子
、
島
下
・
一
津
屋
、
交
野
・
中
宮
、
招
提
）、
河
内
国
（
若
江
・
小
若
江
、
渋
川
・

南
鞍
作
、
丹
北
・
三
宅
、
城
連
寺
、
丹
南
・
岩
室
）。

（
17
） 

辻
達
也
氏
「
幕
藩
体
制
の
変
質
と
朝
幕
関
係
」（『
日
本
の
近
世
2　

天
皇
と
将
軍
』、

中
央
公
論
社
、
平
成
3
年
）。

（
18
） 
引
用
は
『
列
侯
深
秘
録
』（
国
書
刊
行
会
、
大
正
3
年
）
に
よ
る
。
注 （
15
）
谷
山
氏

論
文
が
紹
介
。

（
19
） 

引
用
は
『
曽
爾
村
史
』（
曽
爾
村
役
場
、
昭
和
47
年
）
に
よ
る
。
注 （
15
）
谷
山
氏
論

文
が
紹
介
。

（
20
） 

盛
田
帝
子
氏
「
近
世
天
皇
と
和
歌
―
歌
道
入
門
制
度
の
確
立
と
「
寄
道
祝
」
歌
―
」

（『
和
歌
を
歴
史
か
ら
読
む
』、
笠
間
書
院
、
平
成
14
年
10
月
）、
同
氏
「
桜
町
歌
壇
の
形

成
と
展
開
」（
和
歌
文
学
会
第
八
十
一
回
関
西
例
会
研
究
発
表
資
料
、
平
成
15
年
4
月
）。

（
21
） 

引
用
は
佐
野
大
介
氏
「
孝
子
義
兵
衛
関
連
文
献
と
懐
徳
堂
と
の
間　

附
翻
刻
」（『
懐

徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
２
０
０
５
』、
平
成
17
年
2
月
）
に
よ
る
。

（
22
） 

な
お
、
竹
山
は
自
ら
も
『
よ
し
は
ら
物
語
』（『
扶
桑
残
葉
集
』〈
宝
山
寺
蔵
本
等
〉
に

所
収
）
と
い
う
孝
子
伝
を
執
筆
し
、
景
範
は
そ
の
後
日
談
を
『
続
よ
し
は
ら
物
語
』（
現

存
未
確
認
）
と
し
て
記
し
て
い
る
。
注 （
2
）
拙
稿
参
照
。

〈
付
記
〉

本
稿
は
、
第
112
回
京
都
近
世
小
説
研
究
会
お
よ
び
第
23
回
九
州
近
世
文
学
研
究
会
に
て
発

表
し
た
内
容
に
基
づ
く
。
席
上
、
貴
重
な
ご
教
示
を
下
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
方
に
感
謝
し
ま

す
。
ま
た
、
近
世
和
歌
史
に
お
け
る
桜
町
天
皇
の
事
績
に
つ
い
て
、
資
料
の
ご
提
供
を
含
め

多
く
の
ご
教
示
を
た
ま
わ
っ
た
盛
田
帝
子
氏
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
平
成

24
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


